
約束.1

市民主権システムを
実現します。

●	市民のニーズの多様化・高度化により、従来の行政主導によるまちづくりには限界
がきています。

●	地域住民の連帯感の希薄化により、地域活動、コミュニティ活動が停滞しています。
●	市民と行政が役割や機能を分担し、協働によるまちづくりを進めていくためには、
市民との対話や情報共有化により市民の市政への参加意識の高揚を図り、また地域
活動、コミュニティ活動を推進するための取り組みが必要となっています。

市民と行政の情報共有・対話が促進され、市民が主体のまちづくりが進められています。

指　標 めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 市民と行政が同じ目的を持ちパートナーとしてまちづくりに取り組んで
いると思う市民を増やします。

（H21）

13.0% 20.9% 31.7% 25.0% 市民評価アンケート

② 市民参加型まちづくり１％システム支援事業数100事業を目指します。 − − 23件 100件 業務取得

③ 「市長車座ミーティング」、「わたしのアイデアポスト」、「市政懇談会」な
ど市民から広く意見を聞く広聴活動に満足している市民を増やします。

（H21）

61.3% 63.7% 89.1% 70.0% 市民評価アンケート

④ 広聴事業への参加者数を増やします。
（H22）

5,120人 5,551人 4,607人 5,617人 業務取得

⑤ 「広報ひろさき」、「市ホームページ」など市民に広く市政情報を提供する
広報活動に満足している市民を増やします。

（H21）

73.0% 74.3% 86.8% 77.0% 市民評価アンケート

⑥ 公募可能な審議会等における公募実施割合100％を目指します。 （H22）

19.0% 30.0% 56.0% 100% 業務取得

⑦ 町会や公民館、地区社協などの地域活動に参加している市民を増やします。 （H21）

28.1% 33.6% 33.4% 33.0% 市民評価アンケート

関連指標　弘前市議会議員一般選挙投票率
（H11.4.25）

64.06%
（H15.4.27）

57.07%
（H19.4.22）

59.77%
（H23.4.24）

50.83% 業務取得

関連指標　弘前市長選挙投票率
（H12.1.30）

42.82%
（H16.2.1）

50.42%
（H18.4.16）

55.57%
（H22.4.11）

58.06% 業務取得
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7つの約束の見方
1.「７つの約束」とは、「子ども達の笑顔あふれる弘前づくり」を実現するために掲げた政策です。
2.この表では、現状と課題とこれを踏まえためざす姿やその達成状況を示す指標を説明するとともに、
「約束」を実現するための手段である個別施策の名称を記載しています。

3.所要額は、毎年度の予算編成の中で精査するとともに、財源の確保に努めます。
4.めざす姿に向けた達成状況は、毎年度評価を行い、公表します。
5.個別施策の取組内容やその実施スケジュール等は、「個別施策工程表」をご覧ください。

⑦7つの約束

「めざす姿」の達成 状況を表す指標の基準となる
数値を「基準値」として設定しています。

「7 つの約束」の名称です。

この「約束」における
現状と課題を記載して
います。

この「約束」がめざす
将来の弘前市の姿です。

この約束が「めざす姿」の
達成状況を表す
指標（ものさし）です。

アクションプランの計画期間（平成 22 ～ 25 年度）に達成
すべき目標を「目標値」として設定しています。

「基準値」及び「目標値」は「市民評価アンケート」や
「業務データ」等から取得します。



個別施策

年度別所要額

●	指標⑦の「H22実績」を変更（数値の誤りを修正）

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

決算額 643 決算額 9,913 当初予算額 67,409 当初予算額 39,325

2010策定時概算所要額 438 2010策定時概算所要額 68,691 2010策定時概算所要額 67,977 2010策定時概算所要額 67,977

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 市民と行政が同じ目的を持ちパートナーとしてまちづくりに取り組んで
いると思う市民を増やします。

（H21）

13.0% 20.9% 31.7% 25.0% 市民評価アンケート

② 市民参加型まちづくり１％システム支援事業数100事業を目指します。 − − 23件 100件 業務取得

③ 「市長車座ミーティング」、「わたしのアイデアポスト」、「市政懇談会」な
ど市民から広く意見を聞く広聴活動に満足している市民を増やします。

（H21）

61.3% 63.7% 89.1% 70.0% 市民評価アンケート

④ 広聴事業への参加者数を増やします。
（H22）

5,120人 5,551人 4,607人 5,617人 業務取得

⑤ 「広報ひろさき」、「市ホームページ」など市民に広く市政情報を提供する
広報活動に満足している市民を増やします。

（H21）

73.0% 74.3% 86.8% 77.0% 市民評価アンケート

⑥ 公募可能な審議会等における公募実施割合100％を目指します。 （H22）

19.0% 30.0% 56.0% 100% 業務取得

⑦ 町会や公民館、地区社協などの地域活動に参加している市民を増やします。 （H21）

28.1% 33.6% 33.4% 33.0% 市民評価アンケート

関連指標　弘前市議会議員一般選挙投票率
（H11.4.25）

64.06%
（H15.4.27）

57.07%
（H19.4.22）

59.77%
（H23.4.24）

50.83% 業務取得

関連指標　弘前市長選挙投票率
（H12.1.30）

42.82%
（H16.2.1）

50.42%
（H18.4.16）

55.57%
（H22.4.11）

58.06% 業務取得
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凡	例
この「約束」のめざす姿を実現するために実施する
施策に係る所要額を記載しています。

アクションプラン 2012 からの主な変更点等を
指標・個別施策ごとに記載しています。

この約束が「めざす姿」を
実現するための手段である
個別施策の名称です。

個別施策工程表を
掲載しているページ番号を
記載しています。

関連指標
毎年度数値を取得することができない
など「指標」とすることになじまないも
のの、めざす姿の達成状況を評価する
ためには、その推移を把握する必要が
あると思われる項目です。今後の自己
評価と第三者評価の判断材料とします。
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約束.1

市民主権システムを
実現します。

●	市民のニーズの多様化・高度化により、従来の行政主導によるまちづくりには限界が
きています。

●	地域住民の連帯感の希薄化により、地域活動、コミュニティ活動が停滞しています。
●	市民と行政が役割や機能を分担し、協働によるまちづくりを進めていくためには、市
民との対話や情報共有化により市民の市政への参加意識の高揚を図り、また地域活
動、コミュニティ活動を推進するための取り組みが必要となっています。

市民と行政の情報共有・対話が促進され、市民が主体のまちづくりが進められています。

現状と
課題

めざす
姿

指　標 めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 市民と行政が同じ目的を持ちパートナーとしてまちづくりに取り組んで
いると思う市民を増やします。

（H21）

13.0% 20.9% 31.7% 25.0% 市民評価アンケート

② 市民参加型まちづくり１％システム支援事業数100事業を目指します。 − − 23件 100件 業務取得

③ 「市長車座ミーティング」、「わたしのアイデアポスト」、「市政懇談会」な
ど市民から広く意見を聞く広聴活動に満足している市民を増やします。

（H21）

61.3% 63.7% 89.1% 70.0% 市民評価アンケート

④ 広聴事業への参加者数を増やします。
（H22）

5,120人 5,551人 4,607人 5,617人 業務取得

⑤ 「広報ひろさき」、「市ホームページ」など市民に広く市政情報を提供する
広報活動に満足している市民を増やします。

（H21）

73.0% 74.3% 86.8% 77.0% 市民評価アンケート

⑥ 公募可能な審議会等における公募実施割合100％を目指します。 （H22）

19.0% 30.0% 56.0% 100% 業務取得

⑦ 町会や公民館、地区社協などの地域活動に参加している市民を増やします。 （H21）

28.1% 33.6% 33.4% 33.0% 市民評価アンケート

関連指標　弘前市議会議員一般選挙投票率
（H11.4.25）

64.06%
（H15.4.27）

57.07%
（H19.4.22）

59.77%
（H23.4.24）

50.83% 業務取得

関連指標　弘前市長選挙投票率
（H12.1.30）

42.82%
（H16.2.1）

50.42%
（H18.4.16）

55.57%
（H22.4.11）

58.06% 業務取得
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個別施策

市民が主体となったまちづくりを実現します。
スマイル 1-1   市長の給与の決定について市民の評価などを反映［1］→ P33
スマイル 1-2   市民参加型まちづくり１％システムを導入［1］→ P34
チャレンジ 1-6   各種審議会の公募枠を大幅増（女性や若者など多様な意見を市政に反映）［1］→ P37
新規施策 1-8   自治基本条例制定に向けた取り組み［1］→ P39

市民との対話を促進します。
スマイル 1-3   市民評価アンケートの定期的な実施［1］→ P35
スマイル 1-4   市長車座ミーティング、車座ランチ（市政懇談会の見直し）［2］→ P36
スマイル 1-5   市役所内への “市民参画担当チーム” の設置［1］→ P37
チャレンジ 1-7   ホームページへの携帯サイト構築、メールマガジン定期配信［3］→ P38

年度別所要額

指　標   アクションプラン 2012 からの主な変更点等
●	指標⑦の「H22実績」を変更（数値の誤りを修正）

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

決算額 643 決算額 9,913 当初予算額 67,409 当初予算額 39,325

2010策定時概算所要額 438 2010策定時概算所要額 68,691 2010策定時概算所要額 67,977 2010策定時概算所要額 67,977

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 市民と行政が同じ目的を持ちパートナーとしてまちづくりに取り組んで
いると思う市民を増やします。

（H21）

13.0% 20.9% 31.7% 25.0% 市民評価アンケート

② 市民参加型まちづくり１％システム支援事業数100事業を目指します。 − − 23件 100件 業務取得

③ 「市長車座ミーティング」、「わたしのアイデアポスト」、「市政懇談会」な
ど市民から広く意見を聞く広聴活動に満足している市民を増やします。

（H21）

61.3% 63.7% 89.1% 70.0% 市民評価アンケート

④ 広聴事業への参加者数を増やします。
（H22）

5,120人 5,551人 4,607人 5,617人 業務取得

⑤ 「広報ひろさき」、「市ホームページ」など市民に広く市政情報を提供する
広報活動に満足している市民を増やします。

（H21）

73.0% 74.3% 86.8% 77.0% 市民評価アンケート

⑥ 公募可能な審議会等における公募実施割合100％を目指します。 （H22）

19.0% 30.0% 56.0% 100% 業務取得

⑦ 町会や公民館、地区社協などの地域活動に参加している市民を増やします。 （H21）

28.1% 33.6% 33.4% 33.0% 市民評価アンケート

関連指標　弘前市議会議員一般選挙投票率
（H11.4.25）

64.06%
（H15.4.27）

57.07%
（H19.4.22）

59.77%
（H23.4.24）

50.83% 業務取得

関連指標　弘前市長選挙投票率
（H12.1.30）

42.82%
（H16.2.1）

50.42%
（H18.4.16）

55.57%
（H22.4.11）

58.06% 業務取得

スマイル 	スマイル33プログラム　 チャレンジ 	チャレンジ67　 新規施策 	2012新規施策　［   ］内は事務事業数

（単位：千円）
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約束.2-（1）

ひろさき農業・産業おこしに
取り組みます。【農業振興】

●	生産量日本一のりんごを地域資源として活用していくことが課題となっています。
●	農業従事者の高齢化と後継者不足の解消が課題となっています。
●	消費者の安全・安心志向に対応した環境にやさしい農業の促進が求められています。
●	農業への理解と地産地消の推進が課題となっています。

産地が見える農産物の生産が拡大し、農業所得が向上します。

現状と
課題

めざす
姿

指　標 めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① りんご販売額360億円を目指します。
（過去 5 年平均）

330億円 338.14億円 336.87億円 360億円 業務取得

② 農業生産法人数（累計）	36団体を目指します。
（H21）

27団体 29団体 30団体 36団体 業務取得

③ 集落営農組織数（累計）	35組織を目指します。
（H21）

26組織 27組織 31組織 35組織 業務取得

④ 果樹共済加入率45.7％を目指します。
（H21）

33.6% 34.9% 36.8% 45.7% 業務取得

⑤ わい化栽培率20.0％を目指します。
（H21）

16.4% 16.9% 17.7% 20.0% 業務取得

⑥ りんご海外輸出量30,000トン（青森県産）を目指します。
（H21）

20,028トン 21,480トン 16,146トン 30,000トン 業務取得

⑦ 主要農産物直売所の販売金額16.97億円を目指します。
（H21）

15.7894億円 16.14152億円 16.52962億円 16.97億円 業務取得

関連指標　農業産出額
（H18）

377.1億円 359.79億円 − − 業務取得
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個別施策

りんご課を設置してりんご振興に全力で取り組みます。
スマイル 2-(1)-1  りんご課の設置［1］→ P40
チャレンジ 2-(1)-5  果樹の所得補償制度、輸入果汁原産地表示の国への働きかけ［2］→ P42
チャレンジ 2-(1)-6  りんご海外輸出の促進［3］→ P42
チャレンジ 2-(1)-7  果樹共済加入促進、わい化栽培促進、りんご加工品開発の支援と病害虫に強い品種づくり・土づくりの取組強化、火傷病侵入防止［9］→ P43 ～ 45
新規施策 2-(1)-15  りんご販売促進活動［2］→ P52

農業の担い手育成に取り組みます。
チャレンジ 2-(1)-8  後継者育成を全力で支援、農業後継者配偶者探しの支援［5］→ P46
チャレンジ 2-(1)-9  技術習得・就農斡旋・農地情報提供等の支援と遊休農地の解消など農用地利用計画の検討と集落営農や生産法人化のモデル化支援［8］→ P47 ～ 48

生産地が値段をつけられる農業にしていきます。
スマイル 2-(1)-2  市内への直販店（産直マルシェ）の誘導、他県他都市との産直販売の交流実施［2］→ P40
チャレンジ 2-(1)-10  農産品の地域ブランド化の推進、弘前ブランド認証制度の導入［1］→ P49
チャレンジ 2-(1)-11  新品種開発とマーケティングの連動・強化、二次加工品の高付加価値化の支援［2］→ P49

地産地消の拡大をはじめ地域力総結集で農業振興を図ります。
チャレンジ 2-(1)-12  学校給食への地元産品の利用促進［1］→ P50
チャレンジ 2-(1)-13  米粉製粉場整備の誘導による米の消費拡大促進［1］→ P51
チャレンジ 2-(1)-14  冬の農業の育成強化、農商工連携による農業経営支援［2］→ P51

農家の皆さんと対話を進め農業政策に反映させます。
スマイル 2-(1)-3  生産・加工・流通・販売関係者による「ひろさき農政会議」で施策検討・展開［1］→ P41
スマイル 2-(1)-4  農家の皆さんと膝を交えて対話する「青空座談会」の定期実施と農業女性の意見反映と地位向上の支援［2］→ P41

年度別所要額

●	2-（1）-5の事務事業数を［4］から［2］に変更
●	2-（1）-9の事務事業数を［6］から［8］に変更

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

決算額 34,964 決算額 82,547 当初予算額 170,366 当初予算額 192,616

2010策定時概算所要額 77,402 2010策定時概算所要額 132,845 2010策定時概算所要額 147,172 2010策定時概算所要額 82,328

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① りんご販売額360億円を目指します。
（過去 5 年平均）

330億円 338.14億円 336.87億円 360億円 業務取得

② 農業生産法人数（累計）	36団体を目指します。
（H21）

27団体 29団体 30団体 36団体 業務取得

③ 集落営農組織数（累計）	35組織を目指します。
（H21）

26組織 27組織 31組織 35組織 業務取得

④ 果樹共済加入率45.7％を目指します。
（H21）

33.6% 34.9% 36.8% 45.7% 業務取得

⑤ わい化栽培率20.0％を目指します。
（H21）

16.4% 16.9% 17.7% 20.0% 業務取得

⑥ りんご海外輸出量30,000トン（青森県産）を目指します。
（H21）

20,028トン 21,480トン 16,146トン 30,000トン 業務取得

⑦ 主要農産物直売所の販売金額16.97億円を目指します。
（H21）

15.7894億円 16.14152億円 16.52962億円 16.97億円 業務取得

関連指標　農業産出額
（H18）

377.1億円 359.79億円 − − 業務取得

スマイル 	スマイル33プログラム　 チャレンジ 	チャレンジ67　 新規施策 	2012新規施策　［   ］内は事務事業数
個別施策   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

（単位：千円）



約束.2-（2）

ひろさき農業・産業おこしに
取り組みます。【観光振興】

現状と
課題

めざす
姿

●	平成22年12月4日東北新幹線全線開業、平成23年弘前城築城400年祭等
観光客誘客のため絶好の機会を迎えましたが、平成23年3月に起きた東日本
大震災により観光関連産業に大きな影響が出ています。

●	通年観光の定着に係る受入態勢の整備が課題となっています。
●	観光スタイルの多様化と広域的周遊観光への対応が課題となっています。
●	外国人観光客の誘客促進が課題となっています。
●	地元特産品の知名度定着と販路拡大が課題となっています。

東北新幹線全線開業や弘前城築城400年祭などを契機に、
交流人口が増加することによって、観光関連産業が活性化し、雇用拡大が図られます。

指　標 めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

①
観光入込客数500万人を目指します。（約10％増）

（H22）

455.1万人 455.1万人 428.3万人 500万人
業務取得

行祭事・イベント観光入込客数550万人を目指します。（約13％増）
（H22）

485.3万人 485.3万人 459.1万人 550万人
② 宿泊者数65万人を目指します。（約27％増）

（H22）

51万人 51万人 50万人 65万人 業務取得

③ 外国人宿泊者数6,400人を目指します。(約77％増）
（H22）

3,620人 3,620人 1,904人 6,400人 業務取得

④ 県内外物産展売上額3億円を目指します。(29.3％増）
（H20）

2.32億円 2.35億円 2.05億円 3億円 業務取得
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指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

①
観光入込客数500万人を目指します。（約10％増）

（H22）

455.1万人 455.1万人 428.3万人 500万人
業務取得

行祭事・イベント観光入込客数550万人を目指します。（約13％増）
（H22）

485.3万人 485.3万人 459.1万人 550万人
② 宿泊者数65万人を目指します。（約27％増）

（H22）

51万人 51万人 50万人 65万人 業務取得

③ 外国人宿泊者数6,400人を目指します。(約77％増）
（H22）

3,620人 3,620人 1,904人 6,400人 業務取得

④ 県内外物産展売上額3億円を目指します。(29.3％増）
（H20）

2.32億円 2.35億円 2.05億円 3億円 業務取得

個別施策 スマイル 	スマイル33プログラム　 チャレンジ 	チャレンジ67　 新規施策 	2012新規施策　［   ］内は事務事業数

年度別所要額
平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

決算額 69,391 決算額 109,816 当初予算額 222,419 当初予算額 159,455

2010策定時概算所要額 75,260 2010策定時概算所要額 169,541 2010策定時概算所要額 99,491 2010策定時概算所要額 103,942
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観光を起爆剤に “ひろさき産業（しごと）おこし”に取り組みます。
スマイル 2-(2)-1  観光振興推進部局の設置、観光振興アクションプログラム策定と観光関連予算の増額［2］→ P53

「3つの世界一（りんご、さくら、白神山地）」と「四大まつり」などの魅力を
国内外に発信して、世界中の人が訪れる “国際都市ＨＩＲＯＳＡＫＩ”をつくります。
スマイル 2-(2)-2  首都圏で各種メディアに弘前を売り込む専任チーム（在東京）の設置［1］→ P53
スマイル 2-(2)-3  世界自然遺産白神山地の玄関口としての発信強化［1］→ P54
チャレンジ 2-(2)-4  国内外のマスコミや旅行エージェントのキーパーソンを招へいし、効果的な誘客活動を展開［1］→ P55
チャレンジ 2-(2)-5  近隣市町村との連携による首都圏での物産販売・観光 PR 機能の強化［4］→ P56
チャレンジ 2-(2)-6  マーケットが急拡大している中国など東アジアからの誘客活動を本格展開［1］→ P57
チャレンジ 2-(2)-7  映画、ドラマ、テレビ CM の撮影誘致（フィルムコミッション）のトップセールス［1］→ P58
チャレンジ 2-(2)-8  ねぷた祭りなどの更なる誘客や街全体への波及を促進［5］→ P59

受入態勢を整備して、“また来たい、住みたい弘前” をつくります。
チャレンジ 2-(2)-9  農村 “楽園づくり” による大都市圏在住者の移住支援や二地域居住を促進［2］→ P60
チャレンジ 2-(2)-10  観光ホスピタリティ運動（交通事業者、市民など一体化）と観光資源市民研修の強化［1］→ P60
チャレンジ 2-(2)-11  弘前観光情報の一元化（ポータルサイトの構築、中国語などの拡充）［1］→ P61
チャレンジ 2-(2)-12  新幹線新青森駅からの誘客のための二次交通の充実［1］→ P61
新規施策 2-(2)-13  弘前シティプロモーション推進事業（都市の魅力度向上活動）［1］→ P62

●	指標②の基準値、目標値を変更（旧関連指標の市独自の調
査による宿泊者数を使用）

●	旧指標「観光消費による経済波及効果額530億円を目指し
ます。（30％増）」を削除（指標の見直し）

指　標   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

（単位：千円）



約束.2-（3）

ひろさき農業・産業おこしに
取り組みます。【商工業振興】

現状と
課題

●	金融不安による世界的な景気の後退以降、地域経済は緩やかな改善傾向が続いてきたものの、景気持ち
直しの動きが一服しており、先行きに不透明感がうかがわれる状況にあります。

●	地域経済の活性化を図るため、地域資源を活かした新商品の開発支援や起業家等の育成による新たな仕
事おこし、産学官連携による新産業の創出、企業の経営基盤の強化や企業立地の促進による雇用の安定
と確保、中心商店街の空き店舗解消による賑わいのある街づくりを進めていくことが求められています。

にぎわい創出による商業・サービス業の活性化と、
地域資源を活かした工業の振興により、雇用拡大が図られます。

指　標 めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 施策の取り組みによる新規雇用（累計）391人を目指します。 0人 100人 281人 391人 業務取得

② 農商工連携等振興施策の展開による商品化数（累計）34件を目指します。 0件 4件 30件 34件 業務取得

③ 技術開発等支援件数（累計）20件を目指します。 0件 6件 11件 20件 業務取得

④ 起業化支援施策の展開による起業家創出数（累計）15人を目指します。 0人 2人 7人 15人 業務取得

⑤ 中心商店街空き店舗率8.5％を目指します。
（H21）

12.8％ 12.0％ 12.0％ 8.5％ 業務取得

⑥ 誘致企業における従業員数	5,560人を目指します。
（H22）

5,503人 5,503人 5,750人 5,560人 業務取得

関連指標　従業者数（給与収入を有する市民の人数）
（H22）

79,647人 79,647人 79,578人 − 業務取得

関連指標　有効求人倍率（弘前公共職業安定所管内）年平均
（H22）
0.41％ 0.41％ 0.46% − 業務取得

関連指標　第3次産業の総生産額
（H20）

4902.64億円
（H21）

4950.99億円 − − 業務取得

関連指標　市内製造業の製造品出荷額
（H22）

1633.05億円 1633.05億円 − − 業務取得

関連指標　新規求人数（弘前公共職業安定所管内）
（H22）

15,554人 15,554人 16,700人 − 業務取得
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指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 施策の取り組みによる新規雇用（累計）391人を目指します。 0人 100人 281人 391人 業務取得

② 農商工連携等振興施策の展開による商品化数（累計）34件を目指します。 0件 4件 30件 34件 業務取得

③ 技術開発等支援件数（累計）20件を目指します。 0件 6件 11件 20件 業務取得

④ 起業化支援施策の展開による起業家創出数（累計）15人を目指します。 0人 2人 7人 15人 業務取得

⑤ 中心商店街空き店舗率8.5％を目指します。
（H21）

12.8％ 12.0％ 12.0％ 8.5％ 業務取得

⑥ 誘致企業における従業員数	5,560人を目指します。
（H22）

5,503人 5,503人 5,750人 5,560人 業務取得

関連指標　従業者数（給与収入を有する市民の人数）
（H22）

79,647人 79,647人 79,578人 − 業務取得

関連指標　有効求人倍率（弘前公共職業安定所管内）年平均
（H22）
0.41％ 0.41％ 0.46% − 業務取得

関連指標　第3次産業の総生産額
（H20）

4902.64億円
（H21）

4950.99億円 − − 業務取得

関連指標　市内製造業の製造品出荷額
（H22）

1633.05億円 1633.05億円 − − 業務取得

関連指標　新規求人数（弘前公共職業安定所管内）
（H22）

15,554人 15,554人 16,700人 − 業務取得

個別施策 スマイル 	スマイル33プログラム　 チャレンジ 	チャレンジ67　 新規施策 	2012新規施策　［   ］内は事務事業数

年度別所要額
平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

決算額 52,210 決算額 115,697 当初予算額 152,512 当初予算額 85,487

2010策定時概算所要額 28,569 2010策定時概算所要額 131,100 2010策定時概算所要額 85,900 2010策定時概算所要額 18,900
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地域資源の総動員による商品づくりとマーケティングの強化で、仕事おこしを図ります。
スマイル 2-(3)-1  産学官金の連携による “ひろさき産業振興会議” の設置［1］→ P63
スマイル 2-(3)-2  “仕事おこしプロジェクトチーム”（しごとづくり、新産業創造、雇用対策などを担当）の設置による

 仕事づくり施策（オンリーワン技術の活用など）の積極的展開［2］→ P63
スマイル 2-(3)-3  “BUY ひろさき” 運動（地元産品活用の公共調達を促進）［1］→ P64
チャレンジ 2-(3)-5  官民一体型での弘前情報チラシ作戦（通販や市役所郵便への添付）［2］→ P65
新規施策 2-(3)-11  農商工連携等による食産業の育成［1］→ P68
新規施策 2-(3)-12  ものづくり産業の振興［2］→ P69

弘前の強みを活かした企業立地、誘致を図ります。
スマイル 2-(3)-4  首都圏等在住の弘前市ゆかりの人々をメンバーとする企業誘致応援隊の結成［1］→ P64
チャレンジ 2-(3)-6  北東北の中核都市として、民間企業や公的団体の弘前市への着実な立地を推進［1］→ P66

起業や産業を支える人づくりに取り組みます。
チャレンジ 2-(3)-7  起業実践トレーニング道場の実施と起業家交流プラットフォーム（セミナー・交流会の定期開催）構築［1］→ P66
チャレンジ 2-(3)-8  地域資源の活用、地域課題の解決に取り組むコミュニティビジネスやソーシャルビジネスの育成［1］→ P67
チャレンジ 2-(3)-9  店舗スペースのシェアリングによる起業サポート［1］→ P67
新規施策 2-(3)-10  空き店舗対策の推進［2］→ P68

●	「現状と課題」を社会情勢の変化に伴い変更。

●	関連指標「従業員数」の基準値を変更（集計方法の見直し）
●	関連指標「第3次産業の総生産額」の基準値の変更（公表値
（「平成21年度弘前市の市民経済計算」）の変更）

現状と課題   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

指　標   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

（単位：千円）



約束.3-（1）

魅力あるまちづくりを
進めます。【生活環境】

現状と
課題

●	弘前らしい景観が失われつつあるため、弘前の資源を活かした景観形成が課題となっています。
●	中心市街地の活力が低下してきているため、にぎわいの回復が課題となっています。
●	少子高齢化や地域コミュニティの希薄化、社会参加の進展等、社会情勢の変化に伴い、安全、安心な生活環境の整備が課題となっています。
●	モータリゼーションや少子化の進展に伴い、公共交通利用者が減少しているため、公共交通の利便性向上と持続的な交通体
系の構築が課題となっています。

●	心の豊かさを求める時代が到来し、自然や地域資源を活かした地域づくりが課題となっています。

地域資源・資産の効果的な活用によるまちづくりや住環境の整備を進め、
市民が暮らしやすい魅力あるまちになっています。

指　標 めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 弘前の景観に魅力を感じる市民を増やします。 − 51.4％ 51.9％ 54.4％ 市民評価アンケート

② 中心市街地活性化基本計画に掲げる目標指標
中心市街地歩行者・自転車通行量（平日・休日の平均）25,000人を目指します。

（H21）

18,018人 18,226人 19,119人 25,000人 業務取得

③ 計画的に側溝整備を進めて、道路利用者の安全確保と良好な道路環境の
維持を図ります。側溝整備延長（m）

（H21）

3,710m 6,835m 9,627m 16,176m 業務取得

④
「伝統的建造物群保存地区」である仲町地区の電線類の地中化を進めて、
安全かつ円滑な道路交通の確保と、歴史的街並みの保全や景観向上を図
ります。無電柱化整備延長（ｍ）

（H21）

100m 100m 330m 1,210m 業務取得

⑤ 安全・安心な生活環境だと思う市民を増やします。 − 23.1％ 24.6％ 28.0％ 市民評価アンケート

⑥ 持続可能な公共交通体系を構築するため、公共交通路線の見直しを
実施します。 − − − 2路線 業務取得

関連指標　弘前の景観に魅力を感じる来街者の割合 − − − − 業務取得
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指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 弘前の景観に魅力を感じる市民を増やします。 − 51.4％ 51.9％ 54.4％ 市民評価アンケート

② 中心市街地活性化基本計画に掲げる目標指標
中心市街地歩行者・自転車通行量（平日・休日の平均）25,000人を目指します。

（H21）

18,018人 18,226人 19,119人 25,000人 業務取得

③ 計画的に側溝整備を進めて、道路利用者の安全確保と良好な道路環境の
維持を図ります。側溝整備延長（m）

（H21）

3,710m 6,835m 9,627m 16,176m 業務取得

④
「伝統的建造物群保存地区」である仲町地区の電線類の地中化を進めて、
安全かつ円滑な道路交通の確保と、歴史的街並みの保全や景観向上を図
ります。無電柱化整備延長（ｍ）

（H21）

100m 100m 330m 1,210m 業務取得

⑤ 安全・安心な生活環境だと思う市民を増やします。 − 23.1％ 24.6％ 28.0％ 市民評価アンケート

⑥ 持続可能な公共交通体系を構築するため、公共交通路線の見直しを
実施します。 − − − 2路線 業務取得

関連指標　弘前の景観に魅力を感じる来街者の割合 − − − − 業務取得

個別施策 スマイル 	スマイル33プログラム　 チャレンジ 	チャレンジ67　 新規施策 	2012新規施策　［   ］内は事務事業数

年度別所要額
平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

決算額 390,151 決算額 347,731 当初予算額 649,093 当初予算額 589,950

2010策定時概算所要額 491,949 2010策定時概算所要額 659,844 2010策定時概算所要額 988,701 2010策定時概算所要額 960,775

7つの約束／約束.3-（1）	15

弘前の魅力を活かした街づくりを実現します。
スマイル 3-(1)-1  弘前レトロモダン街づくりを目指した景観形成［3］ → P70~71
スマイル 3-(1)-2  弘前城公園活用推進検討会議の設置［2］→ P71
チャレンジ 3-(1)-6  ひろさき街中にぎわいリバイバルプラン策定（土手町地区、かじまち地区、駅前

地区）［1］→ P77
チャレンジ 3-(1)-7  ひろさき街中フリーアートスペース（美術作品の展示・販売）［1］→ P77
チャレンジ 3-(1)-8  空き店舗情報データバンク整備［1］→ P77
チャレンジ 3-(1)-9  ライド・トゥー・パーク社会実験の実施［1］→ P78
チャレンジ 3-(1)-10  学園都市弘前、大学力と連携した街づくりプラン策定［1］→ P79
チャレンジ 3-(1)-11  街なかカラス対策の強化［4］→ P80 ～ 81
新規施策 3-(1)-15  まちなかの新たな賑わいづくり［1］→ P84

市民にやさしい街づくりを進めます。
スマイル 3-(1)-3  安全・安心の街づくりに必要な公共事業と冬期交通を確保するための除雪は確

実に実施［4］→ P72 ～ 73
チャレンジ 3-(1)-12  やさしい街「ひろさき」づくり計画（公共施設のユニバーサルデザインの推進、

 福祉除雪、通学路スクラム除雪、歩道・側溝整備、etc）の制定［1］→ P82
チャレンジ 3-(1)-13  子ども達による安心遊び場マップの策定［1］→ P83
チャレンジ 3-(1)-14  二次交通体系の見直しによる利用促進と福祉バスなどの社会実験［2］→ P84
新規施策 3-(1)-19  自転車利用環境の研究［1］→ P87

民間ノウハウ導入などにより公共施設の効率化を進めます。
スマイル 3-(1)-4  アセットマネジメントとファシリティマネジメントの導入（下水道と

し尿処理機能の再構築）［3］→ P74 ～ 75
チャレンジ 3-(1)-16  水道事業民営化可能性検討会議の設置［1］→ P85
チャレンジ 3-(1)-17  PFI 等民間ノウハウなどの導入によるインフラサービスの展開

［1］→ P86

岩木山を中心とした豊かな自然を守り、活かします。
スマイル 3-(1)-5  岩木・相馬地区活性化事業の推進［4］→ P76
チャレンジ 3-(1)-18  岩木川自然農法（無農薬・減農薬によるブランド化、循環型農業）

社会実験の実施［1］→ P87

●	指標⑥の「H25目標値」を追加

●	3-（1）-2の事務事業数を［1］から［2］に変更

指　標   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

個別施策   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

（単位：千円）



約束.3-（2）

魅力あるまちづくりを
進めます。【防災、環境・再生可能エネルギー】

現状と
課題

●	東日本大震災や過去の災害の経験を踏まえ、市民の防災力向上や行政としての災害対応能力を一
層高めていくことが課題となっています。

●	少子高齢化や地域コミュニティの希薄化、社会参加の進展等、社会情勢の変化に伴い、市民の安
全・安心の確保が課題となっています。

●	心の豊かさを求める時代が到来し、自然や地域資源を活かした地域づくりが課題となっています。
●	地球温暖化により環境が損なわれるおそれがあることに加え、東日本大震災後の電力不足の状況
を踏まえ、再生可能エネルギーの導入や省エネルギーの推進への対策が課題となっています。

●	市民の生活や観光分野などにも影響を及ぼしている雪問題について、部局横断し、市が一体となっ
て効率的に解決できる組織体制を構築することが課題となっています。

災害に強く、市民が暮らしやすい魅力ある低炭素・循環型のまちになっています。

指　標 めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 自主防災組織結成率（世帯比率）を20％に高めます。
（H22）

7.9％ 7.9％ 8.9％ 20.0％ 業務取得

② 地震や台風などに対する総合的な防災体制について満足している市民の
割合を増やします。

（H22）

9.7％ 9.7％ 13.5％ 15.0％ 市民評価アンケート

③ 安全・安心な生活環境だと思う市民を増やします。 − 23.1％ 24.6％ 28.0％ 市民評価アンケート

④ リサイクル率14.9％を目指します。
（H21）

8.9％ 8.8
（速報値）

10.0％ 14.9％ 業務取得

⑤ 再生可能エネルギーを導入した公共施設数16施設を目指します。 0施設 0施設 3施設 16施設 業務取得

⑥ 再生可能エネルギー・省エネルギーの補助制度による一般住宅への導入
を推進します。 目標 年55件。 0件 0件 0件 55件 業務取得

関連指標　弘前市内における犯罪の件数
（H21）
1,656件

（H22）
1,791件

（H23）
1,581件

（H24）
1,173件 青森県の犯罪統計資料
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指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 自主防災組織結成率（世帯比率）を20％に高めます。
（H22）

7.9％ 7.9％ 8.9％ 20.0％ 業務取得

② 地震や台風などに対する総合的な防災体制について満足している市民の
割合を増やします。

（H22）

9.7％ 9.7％ 13.5％ 15.0％ 市民評価アンケート

③ 安全・安心な生活環境だと思う市民を増やします。 − 23.1％ 24.6％ 28.0％ 市民評価アンケート

④ リサイクル率14.9％を目指します。
（H21）

8.9％ 8.8％
（速報値）

10.0％ 14.9％ 業務取得

⑤ 再生可能エネルギーを導入した公共施設数16施設を目指します。 0施設 0施設 3施設 16施設 業務取得

⑥ 再生可能エネルギー・省エネルギーの補助制度による一般住宅への導入
を推進します。 目標 年55件。 0件 0件 0件 55件 業務取得

関連指標　弘前市内における犯罪の件数
（H21）
1,656件

（H22）
1,791件

（H23）
1,581件

（H24）
1,173件 青森県の犯罪統計資料

個別施策 スマイル 	スマイル33プログラム　 チャレンジ 	チャレンジ67　
新規施策 	2012新規施策　 新規施策 	2013新規施策　［   ］内は事務事業数

年度別所要額
平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

決算額 15 決算額 7,570 当初予算額 80,617 当初予算額 439,777

2010策定時概算所要額 100 2010策定時概算所要額 6,730 2010策定時概算所要額 11,410 2010策定時概算所要額 7,410

7つの約束／約束.3-（2）	17

市民の共助の取組みを支援し、
市民や地域の生活環境の安全・安心と防災力を高めます。
チャレンジ 3-(2)-1  地域コミュニティ単位での防犯体制の整備［1］→ P88
新規施策 3-(2)-2  市民防災力の向上［2］→ P89

市の防災・減災体制の整備・強化を図ります。
新規施策 3-(2)-3  自治体としての防災力強化［3］→ P90
新規施策 3-(2)-4  地域をあげた防災力向上［2］→ P91

再生可能エネルギーの活用、りんごの再資源化やゴミの減量化を進めます。
チャレンジ 3-(2)-5  市立病院等の公共施設への再生可能エネルギー導入や省エネルギーの推進［4］→ P92 ～ 93
チャレンジ 3-(2)-6  りんご資源リサイクル検討会議（剪定枝・バイオ燃料・搾りかす利用）の設置［2］→ P94
チャレンジ 3-(2)-7  生ゴミ市内循環システムなどの構築によるゴミの減量化［2］→ P95
新規施策 3-(2)-8  一般住宅への再生可能エネルギー導入や省エネルギーの推進［1］→ P96
新規施策 3-(2)-9  次世代のエネルギー利用の構築［2］→ P96
新規施策 3-(2)-10  再生可能エネルギー利用等による雪対策の推進［2］→ P97 ●	3-(2)-10「再生可能エネルギー利用等による雪対策の推進」を追加。

個別施策   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

●	「新エネルギー」という表記を「再生可能エネルギー」に変更

●	現状と課題を追加

●	旧指標「②災害に対応した備蓄体制の整備を進めます。」を「地震や台風
などに対する総合的な防災体制について満足している市民の割合を増や
します。」に変更（自助・共助・公助が連携した防災・減災対策を進めて
行く必要があることから、より総合的に評価できる指標を設定）

●	指標④の基準値を「8.7%」から「8.9%」へ修正（確定値への変更）　　
●	指標⑤の目標値を「16施設」へ修正（毎年、計画どおりに公共施設へ導
入しているが、再生エネルギー等導入支援基金を活用して導入を更に推
進していくため）

●	指標⑥の目標値を「100件」から「55件」へ修正（平成25年度の補助事
業においては、「住宅の見える化、スマート化」（エネルギーマネジメント
システムによる住宅のエネルギー使用の最適化等）の促進を図ることと
して補助対象設備や補助金額を見直ししたため。）

全　体   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

現状と課題   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

指　標   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

（単位：千円）



約束.4-（1）

子育てするなら弘前で、
を目指します。【子育て】

現状と
課題

●	急速な少子化の進行や女性の社会進出の増加、家庭での教育・養育能力の低下や
地域コミュニティにおける近隣関係の希薄化など子育てに関わる環境の変化が著しく
なっています。

●	このような子育てに関わる環境の変化に伴い、子育てに対する経済的・精神的負担感
が増大し、悩みや不安を抱える傾向が強くなっています。

子育てに適した環境が整って、安心して子どもを産み、
元気に育てることができ、子ども達の笑顔があふれています。

指　標 めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 子育て支援サービスに満足している市民を増やします。 （H22）

27.2％ 27.2％ − 30.0 市民評価アンケート

② 保育所待機児童数0人を維持します。
（産休・育休明け、年度途中就労による入所基準を改善します。）

（H22）

0人 0人 0人 0人 業務取得

③ 放課後待機児童数0人を目指します。
（H22）

15人 0人 0人 0人 業務取得

④ 放課後児童健全育成事業に満足している市民を増やします。
（H22）

35.2％ 35.2％ 41.6％ 45.0％ 市民評価アンケート

⑤ 青少年の健全育成活動（子ども会等を含む）に参加したことがある市民を
増やします。

（H21）

15.6％ 20.3％ 24.1％ 23.0％ 市民評価アンケート

関連指標　弘前市の合計特殊出生率の推移（市町村別合計特殊出生率（５年
　　　　		毎に公表）の次回公表予定：平成25年度）

（S63-H4）
1.45

（H5-H9）
1.44

（H10-H14）
1.3

（H15-H19）
1.19

人口動態統計
市町村合計特殊出生率
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指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 子育て支援サービスに満足している市民を増やします。 （H22）

27.2％ 27.2％ − 30.0 市民評価アンケート

② 保育所待機児童数0人を維持します。
（産休・育休明け、年度途中就労による入所基準を改善します。）

（H22）

0人 0人 0人 0人 業務取得

③ 放課後待機児童数0人を目指します。
（H22）

15人 0人 0人 0人 業務取得

④ 放課後児童健全育成事業に満足している市民を増やします。
（H22）

35.2％ 35.2％ 41.6％ 45.0％ 市民評価アンケート

⑤ 青少年の健全育成活動（子ども会等を含む）に参加したことがある市民を
増やします。

（H21）

15.6％ 20.3％ 24.1％ 23.0％ 市民評価アンケート

関連指標　弘前市の合計特殊出生率の推移（市町村別合計特殊出生率（５年
　　　　		毎に公表）の次回公表予定：平成25年度）

（S63-H4）
1.45

（H5-H9）
1.44

（H10-H14）
1.3

（H15-H19）
1.19

人口動態統計
市町村合計特殊出生率

個別施策 スマイル 	スマイル33プログラム　 チャレンジ 	チャレンジ67　 新規施策 	2012新規施策　［   ］内は事務事業数

年度別所要額
平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

決算額 117,361 決算額 92,122 当初予算額 137,786 当初予算額 78,656

2010策定時概算所要額 129,385 2010策定時概算所要額 93,936 2010策定時概算所要額 118,352 2010策定時概算所要額 118,747

7つの約束／約束.4-（1）	19

“子育ては弘前で”子ども達の笑顔あふれるひろさきを目指します。
スマイル 4-(1)-1  「子育てスマイル（住まいる）アップ補助金」の支給［1］→ P98
スマイル 4-(1)-2  休日や夜間・早朝など保育時間の弾力化と学童保育体制の充実［2］→ P99
スマイル 4-(1)-3-1  子育て支援課の設置と Smile 弘前子育てマスタープラン策定［2］→ P100
新規施策 4-(1)-3-2  Smile 弘前子育てマスタープラン推進［4］→ P101 ～ 102
チャレンジ 4-(1)-4  子育て支援センターの整備（高齢者と子どもの交流や集いの広場、地産地消食育レストラン、

 地域子育てサポーター〈高齢者による夜間休日保育ボランティア〉配置、etc）［1］→ P103
チャレンジ 4-(1)-5  児童館の再編・改築［3］→ P104
チャレンジ 4-(1)-6  親力向上委員会（弘前式しつけマニュアルの策定）の設置［1］→ P105
チャレンジ 4-(1)-7  子供会活動の活性化（地域コミュニティの復活）［2］→ P105

●	4-（1）-3-2	の事務事業数を［3］から［4］に変更

個別施策   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

●	現状と課題を追加

●	旧指標「①合計特殊出生率1.30を目指します。」を「①子育て支
援サービスに満足している市民を増やします。」に変更するととも
に関連指標として再設定（第三者評価による提言を踏まえた修正）

●	旧指標①の関連指標への変更に伴い、旧関連指標「弘前市の出生
率（人口千対）の推移」を削除。

●	旧指標「⑤子育て支援や相談体制が整っていると思う市民を増や
します。」を削除（新指標①と重複するため）

●	「④放課後児童健全育成事業に満足している市民を増やします。」
の実績値を修正（「わからない」又は「無回答」を除いて再算定。）

現状と課題   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

指　標   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

（単位：千円）



約束.4-（2）

子育てするなら弘前で、
を目指します。【人づくり】

現状と
課題

●	急速な少子化やグローバル化等による社会環境の変化に伴い、教育を含む社会システムの再
構築が課題となっています。

●	家庭の教育力の低下や地域コミュニティとの関係の希薄化により、基本的な倫理観や規範意
識の低下が懸念されています。

●	地域課題に対応するために、大学等が持つ高度な知識や学生力を生かした大学等との連携
を強化していく必要があります。

次代を担う子ども達の才能が育成され、地域の伝統や文化を
誇りに思い、継承する人材が育っています。

指　標 めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 青森県学習状況調査における
通過率順位3位以内を目指します。

小学5年生（国・社・算・理）
（H21）

7位 6位 11位 3位 青森県学習状況調査

中学2年生（国・社・数・理・英）
（H21）

5位 7位 6位 3位 青森県学習状況調査

②
青森県学習状況調査における
学習意欲の向上を示す割合の増加
を目指します。

小学5年生	「勉強が好きだ」
（H20）

70.6％ − 71.8％ 80.0％
青森県学習状況調査
又は業務取得

中学2年生	「勉強が好きだ」
（H20）

54.0％ − 58.6％ 60.0％
③ 小学校で33人学級を実施している学年の割合83.3%を目指します。

（H22）

33.3％ − 50.0％ 83.3％ 業務取得

④ スポーツ全国大会・東北大会参加件数56件を目指します。
（H21）

52件 60件 68件 56件 業務取得

⑤ 文化活動に関する全国大会・東北大会参加件数7件を目指します。
（H21）

5件 4件 3件 7件 業務取得

⑥ 市の文化の豊かさに満足している市民を増やします。
（H21）

84.5％ 87.5％ 88.5％ 90.0％ 市民評価アンケート

⑦ 文化・芸術活動をしている市民を増やします。
（H21）

12.1％ 24.7％ 22.4％ 25.0％ 市民評価アンケート

⑧ スポーツ、レクリエーションをしている市民（月1回以上）を増やします。
（H21）

25.0％ 34.9％ 35.6％ 40.0％ 市民評価アンケート
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めざす
姿



指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 青森県学習状況調査における
通過率順位3位以内を目指します。

小学5年生（国・社・算・理）
（H21）

7位 6位 11位 3位 青森県学習状況調査

中学2年生（国・社・数・理・英）
（H21）

5位 7位 6位 3位 青森県学習状況調査

②
青森県学習状況調査における
学習意欲の向上を示す割合の増加
を目指します。

小学5年生	「勉強が好きだ」
（H20）

70.6％ − 71.8％ 80.0％
青森県学習状況調査
又は業務取得

中学2年生	「勉強が好きだ」
（H20）

54.0％ − 58.6％ 60.0％
③ 小学校で33人学級を実施している学年の割合83.3%を目指します。

（H22）

33.3％ − 50.0％ 83.3％ 業務取得

④ スポーツ全国大会・東北大会参加件数56件を目指します。
（H21）

52件 60件 68件 56件 業務取得

⑤ 文化活動に関する全国大会・東北大会参加件数7件を目指します。
（H21）

5件 4件 3件 7件 業務取得

⑥ 市の文化の豊かさに満足している市民を増やします。
（H21）

84.5％ 87.5％ 88.5％ 90.0％ 市民評価アンケート

⑦ 文化・芸術活動をしている市民を増やします。
（H21）

12.1％ 24.7％ 22.4％ 25.0％ 市民評価アンケート

⑧ スポーツ、レクリエーションをしている市民（月1回以上）を増やします。
（H21）

25.0％ 34.9％ 35.6％ 40.0％ 市民評価アンケート

個別施策

年度別所要額
平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

決算額 6,215 決算額 38,720 当初予算額 123,289 当初予算額 127,222

2010策定時概算所要額 7,998 2010策定時概算所要額 31,344 2010策定時概算所要額 198,976 2010策定時概算所要額 138,031
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未来を描き・導く人づくりを進めます。
スマイル 4-(2)-1  大学等研究機関との連携事業の展開［2］→ P106
チャレンジ 4-(2)-3  小学校の 33 人学級拡充の検討［1］→ P107
チャレンジ 4-(2)-4  海外の自治体との人事交流やホームステイによる弘前の国際人育成事

業［6］→ P108 ～ 109
チャレンジ 4-(2)-5  次の弘前を担い、創る「弘前リードマン」認定制度の導入［1］→ P110
チャレンジ 4-(2)-6  「弘前マイスター」による出前授業［1］→ P110
チャレンジ 4-(2)-7  小学校実践英語教育モデル校の試行（英語による授業の試行）［2］→ P111
新規施策 4-(2)-15  中学校区を基盤とした学校力・学区力・地域力の向上「夢実現ひろさ

き教育創生事業」［7］→ P118 ～ 119
新規施策 4-(2)-16   弘前市立小・中学校の学校事務の効率化、適正化［1］→ P120

今を支えるプロフェッショナルを応援します。
チャレンジ 4-(2)-8  弘前マイスター認定制度の導入とネットワーク化［1］→ P112
チャレンジ 4-(2)-9  弘前地場産業インターンシップ（中学・高校・大学からの受け入れ）の

試行［1］→ P112
チャレンジ 4-(2)-10  大学や市立図書館の専門書の充実［2］→ P113
チャレンジ 4-(2)-11  企業技術者の地元大学等研究機関への研修派遣支援［1］→ P113

文化・スポーツの才能を伸ばします。
チャレンジ 4-(2)-12  「目指せ日本一・世界一」弘前の才能育成アクションプログラム策定［1］→ P114
チャレンジ 4-(2)-13  目指せプロフェッショナル・キャリア支援（指導者・選手の市役所への

臨時雇用など）［2］→ P115
チャレンジ 4-(2)-14  一流に触れるため文化・スポーツなどのイベントの積極的誘致［7］

→ P116 ～ 117

挑戦する人を応援します。
スマイル 4-(2)-2  ドリームゲート事業（挑戦する若者の未来への投資）［1］→ P107

●	指標②の取得方法に「業務取得」を追加。（青森県学習状況調査における「学習意欲」などの質問
紙調査は3年に一度の実施であることから、質問紙調査が実施されない年度においては、市が独自
に同様の調査を行うこととしたため。）

●	4-（2）-13の事務事業数を［1］から［2］に変更
●	4-（2）-14の事務事業数を［4］から［7］に変更
●	4-（2）-15	の事務事業数を［8］から［7］に変更
●	4-（2）-16	「弘前市立小・中学校の学校事務の効率化、適正化」を追加

指　標   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

個別施策   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

スマイル 	スマイル33プログラム　 チャレンジ 	チャレンジ67　
新規施策 	2012新規施策　 新規施策 	2013新規施策　［   ］内は事務事業数

（単位：千円）
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命と暮らしを守ります。
●	健康寿命（平均寿命）を延ばすことや健康に対する意識の向上が求められています。
●	国民健康保険財政の赤字からの早期脱却と健全化が求められています。
●	介護保険要介護認定の適正化及び保険料の維持が求められています。
●	認知症等により判断力が十分でない人の増加が予想されることから、その対策が課題となっています。
●	少子・高齢化や核家族化の進行により、健康や子育てに対する不安を抱える人が増えています。
●	地域的つながりが希薄化し、家庭や地域における介護機能の低下が課題となっています。
●	障がい者の多様化するニーズに対し、きめ細やかな対応ができる相談支援体制の充実が求められています。
●	地域医療においては、医師等の不足や診療科の偏在による医療スタッフの疲弊が課題となっています。

“赤ちゃんから高齢者まで”の命と暮らしの安心・安全づくりが充実し、
市民が健康的な生活を送っています。

現状と
課題

めざす
姿

指　標 めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 健康だと思う市民を増やします。
（H21）

79.8％ 76.3％ 77.8％ 85.0％ 市民評価アンケート

② 各種がん検診受診率 平成21年度の基準値19.1％から5ポイントアッ
プを目指します。

（H21）

19.1％ 21.0％ 20.8％ 24.1％ 業務取得

③ 育児に自信がもてない人ゼロを目指します。ただし、計画期間では平成
21年度の基準値8.0%から2ポイント減の6.0％とします。

（H21）

8.0％ 6.9％ 6.4％ 6.0％ 業務取得

④ 自殺者数ゼロを目指します。ただし、計画期間では48人以下とします。
（内閣府	自殺総合対策大綱目標値に準じて設定）

（H21）

58人 39人 31人 48人 業務取得

⑤ 自立して生活できる高齢者の割合（身の回りのことが自分でできる高齢
者の割合）79.4％を目指します。

（H21）

79.2％ 78.9％ 78.7％ 79.4％ 業務取得

⑥ 生きがいを持っている60歳以上の市民を増やします。
（H21）

62.7％ 68.7％ 74.2％ 63.5％ 市民評価アンケート

⑦ 一般の民間企業における雇用障がい者数の割合2.00％を目指します。
（H21）

1.71％ 1.96％ 1.90％ 2.00％ 業務取得

関連指標　生活に満足している障がい者を増やします。
（H19）
23.7％ −

（H23）
29.3％ − 独自アンケート

関連指標　障がい者就労支援事業の利用人数を増やします。 −
（H22）
206人

（H23）
255人 − 業務取得
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個別施策

健康づくりを推進するとともに、地域医療の充実を図ります。
スマイル 5-1  “医都ひろさき円卓会議” を設置し、医療機関のネットワークや救急医療体制を構築

［2］→ P121
チャレンジ 5-5  自殺予防など心の健康づくり・命の尊さ教育を実施［4］→ P125 ～ 126
チャレンジ 5-6  がん検診の受診率向上運動の実施［2］→ P127
チャレンジ 5-7  受動喫煙による健康被害を防ぐため、公共的施設での分煙と喫煙規制を強化［1］→ P128
チャレンジ 5-8  インフルエンザなど児童の集団予防接種制度の検討［1］→ P128
新規施策 5-11  健康づくり事業 ( 健幸ひろさき創出事業 )［4］→ P131 ～ 132
新規施策 5-15  子ども健やか支援事業［4］→ P137

高齢者福祉を充実します。
スマイル 5-2  高齢者の健康診断受診率向上と介護予防事業への参加促進［4］→ P122
チャレンジ 5-9  介護オンブズパーソンの認定による介護サービス相談体制の強化［1］→ P129
チャレンジ 5-10  地域における高齢者と子どもの交流活動の促進（子育て支援センターで実施）［1］→ P130

認知症対策の推進を図ります。
新規施策 5-12  認知症対策事業の推進［2］→ P133

障がい者福祉を充実します。
スマイル 5-3  障がい者への総合支援機能（ワンストップサービス）の提供［1］→ P123

年度別所要額
平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

決算額 88,584 決算額 68,967 当初予算額 137,817 当初予算額 204,170

2010策定時概算所要額 89,238 2010策定時概算所要額 95,072 2010策定時概算所要額 115,347 2010策定時概算所要額 116,694

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 健康だと思う市民を増やします。
（H21）

79.8％ 76.3％ 77.8％ 85.0％ 市民評価アンケート

② 各種がん検診受診率 平成21年度の基準値19.1％から5ポイントアッ
プを目指します。

（H21）

19.1％ 21.0％ 20.8％ 24.1％ 業務取得

③ 育児に自信がもてない人ゼロを目指します。ただし、計画期間では平成
21年度の基準値8.0%から2ポイント減の6.0％とします。

（H21）

8.0％ 6.9％ 6.4％ 6.0％ 業務取得

④ 自殺者数ゼロを目指します。ただし、計画期間では48人以下とします。
（内閣府	自殺総合対策大綱目標値に準じて設定）

（H21）

58人 39人
（当市調べ）

30人 48人 業務取得

⑤ 自立して生活できる高齢者の割合（身の回りのことが自分でできる高齢
者の割合）79.4％を目指します。

（H21）

79.2％ 78.9％ 78.7％ 79.4％ 業務取得

⑥ 生きがいを持っている60歳以上の市民を増やします。
（H21）

62.7％ 68.7％ 74.2％ 63.5％ 市民評価アンケート

⑦ 一般の民間企業における雇用障がい者数の割合2.00％を目指します。
（H21）

1.71％ 1.96％ 1.90％ 2.00％ 業務取得

関連指標　生活に満足している障がい者を増やします。
（H19）
23.7％ −

（H23）
29.3％ − 独自アンケート

関連指標　障がい者就労支援事業の利用人数を増やします。 −
（H22）
206人

（H23）
255人 − 業務取得

スマイル 	スマイル33プログラム　 チャレンジ 	チャレンジ67　
新規施策 	2012新規施策　 新規施策 	2013新規施策　［   ］内は事務事業数

●	指標③のH22実績を変更（数値の誤りを修正）
●	指標⑦の目標値を上方修正（平成25年4月以降の民間企業における障がい者の法定雇
用率が1.80％から2.00％に引き上げられたため）

●	ひろさき健康福祉改革プロジェクト推進のため、5-12、5-13、5-14、5-15の施策を追加
し、5-6及び5-11に事務事業を追加。

●	5-2の事務事業数を［6］から［4］に変更（介護二次予防関係事業を統合）

指　標   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

個別施策   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

●	現状と課題を追加

現状と課題   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

母子保健福祉を充実します。
スマイル 5-4  母子保健福祉の総合支援機能（ワンストップサービス）の提供［1］→ P124

国民健康保険財政の健全化を図ります。
新規施策 5-13  国民健康保険財政の健全化［4］→ P134

介護保険要介護認定及び給付費の適正化を図ります。
新規施策 5-14  要介護認定結果の早期通知と給付費の適正化対策の実施［5］

→ P135 ～ 136

（単位：千円）
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津軽地域の中核都市として、
近隣市町村との
連携強化を図ります。

●	弘前市は北東北の政治、経済、文化の中心都市として歴史的な役割を担ってきました。
●	地方圏は大幅な人口減少とともに急速な少子・高齢化が見込まれ地域力の低下が懸念されます。
●	市町村が単独で行政サービスの水準を維持し産業の活性化を図ることは将来的に難しくなる
ことが予想されます。

弘前市が津軽地域の中核的な役割を担い、近隣市町村と医療、公共交通、観光などの分野で
お互いに連携・協力することにより、地域全体の活性化が図られます。

現状と
課題

めざす
姿

指　標 めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 定住自立圏構想連携施策数16件を目指します。 0件 − 10件 16件 業務取得

② 定住自立圏圏域市町村をつなぐ公共交通路線数26路線の維持を目指し
ます。

（H22）

26路線 26路線 26路線 26路線 業務取得

③ 定住自立圏圏域の観光入込客数810万人を目指します。（約10％増）
（H22）

735.4万人 735.4万人 655.9万人 810万人 業務取得

④ 定住自立圏圏域の人口10万人当たりの医師数287.5人の維持を目指します。
（H22）

287.5人 287.5人 302.9人 287.5人 業務取得

⑤ 3市町村の合併をして不満である（どちらかと言えば不満＋不満）市民の
割合を、10％に減らします。（3.8％減）

（H22）

13.8％ 13.8％ 11.1％ 10.0％ 市民評価アンケート
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個別施策

弘前市が中心となって近隣市町村と連携・協力して、
行政サービス水準の維持や地域全体の活性化を図ります。
スマイル 6-1  定住自立圏構想の推進（中心市の宣言）［1］→ P138

 ・地域全体の「医療サービス」の維持、向上
 ・地域全体の「公共交通」の維持、向上
 ・地域全体の「観光振興」を積極的に展開
チャレンジ 6-2  （再）北東北の中核都市として、民間企業や公的団体の弘前市への着実な立地を推進［1］→ P139
チャレンジ 6-3  市町村合併の効果の最大化と一体感の醸成を推進（合併効果促進事業）［1］→ P139

年度別所要額
平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

決算額 22 決算額 703 当初予算額 187,669 当初予算額 218,874

2010策定時概算所要額 50 2010策定時概算所要額 300 2010策定時概算所要額 − 2010策定時概算所要額 −

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① 定住自立圏構想連携施策数16件を目指します。 0件 − 10件 16件 業務取得

② 定住自立圏圏域市町村をつなぐ公共交通路線数26路線の維持を目指し
ます。

（H22）

26路線 26路線 26路線 26路線 業務取得

③ 定住自立圏圏域の観光入込客数810万人を目指します。（約10％増）
（H22）

735.4万人 735.4万人 655.9万人 810万人 業務取得

④ 定住自立圏圏域の人口10万人当たりの医師数287.5人の維持を目指します。
（H22）

287.5人 287.5人 302.9人 287.5人 業務取得

⑤ 3市町村の合併をして不満である（どちらかと言えば不満＋不満）市民の
割合を、10％に減らします。（3.8％減）

（H22）

13.8％ 13.8％ 11.1％ 10.0％ 市民評価アンケート

スマイル 	スマイル33プログラム　 チャレンジ 	チャレンジ67　［   ］内は事務事業数

●	指標①の数値目標を「14件」から「16件」に上方修正
●	旧指標「②定住自立圏圏域市町村をつなぐ公共交通につい
て、持続可能な公共交通体系を構築するため、公共交通路
線の見直しを実施します。」を、「定住自立圏圏域市町村をつ
なぐ公共交通路線数26路線の維持を目指します。」に変更
（第三者評価による提言を踏まえて指標を再検討）

●	6-1の事務事業数を［2］から［1］に変更（事務事業の統
合による）

指　標   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

個別施策   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

（単位：千円）



7つの約束／約束7	26
約束.7

市職員のパワーを引き出し、
市役所の仕事力を高めます。

●	経済情勢の低迷に伴い税収が減少し、市としても厳しい財政状況が続いている
ことから、自主財源の確保・健全な行財政運営の推進が必要となっています。

●	多様化、高度化する市民ニーズを的確に把握し、課題解決のため前向きに取り組
んでいく職員を育成することが必要となっています。

●	東日本大震災による社会環境の変化に伴い、将来を見据えた地域経営を推進す
るために、柔軟な発想力で課題等に対して的確かつ迅速に対応することができ
る職員の育成が必要となっています。

●	経営型の行政運営への転換を進め、組織力の強化と人材の育成を図るため「人
事評価」、「職員研修」、「人事配置」などが連動した新たな取り組みが必要です。

前向きに取り組む職員の育成により、市民ニーズの的確な把握やサービスの向上が図られ
効率的・効果的な行政運営が実現しています。

現状と
課題

めざす
姿

指　標 めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など）

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① エリア担当制度による、町会等からの意見や要望等を措置した割合
100％を目指します。 ー ー 99.6% 100% 業務取得

② ボランティア・地域活動に参加している職員の割合70％を目指します。
（H22）

48.0% 55.1% 55.7% 70.0％ 業務取得

③ 市の施策や事業、各種市民サービスの市民満足度を高めます。
（H22）

69.0% 69.0% 76.4% 75.0% 市民評価アンケート

④ 職員の仕事ぶりの市民満足度を高めます。
（H21）

63.1% 59.1% 66.9% 70.0％ 市民評価アンケート

⑤ 職員の窓口応対に対する市民の不満を解消していきます。
（H21）

17.9% 16.4% 12.9% 10.0％ 市民評価アンケート

⑥ 財政調整基金（※2）は、計画期間を通じて20億円を維持します。 20億円 26億円 29億円 20億円 業務取得

⑦ 地方債の繰上償還及び計画的な借入により、実質公債費比率（※3）12.4％
を目指します。

（H22）

13.1％ 13.1％ 12.3％ 12.4％ 業務取得
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個別施策

“市職員のパワー” を引き出します。
スマイル 7-1  民間からの中堅・幹部職員の採用（任期付きなど多様な形態で）［1］→ P140
チャレンジ 7-3  エリア担当制度の検討など職員の地域活動への参加促進［1］→ P143
新規施策 7-5  地域マネジメント能力を育成するための職員研修プログラムの導入［3］→ P145

市役所の窓口改革に取り組みます。
チャレンジ 7-4  窓口改革運動の実施［1］→ P144

予算の無駄を削減します。（満足感とまでいかずとも納得感を）
スマイル 7-2  職員提案による自主財源の確保（人事評価と連動した成果主義の徹底）［3］→ P141 ～ 142

効率的、効果的に仕事を進めます。
新規施策 7-6  弘前市仕事力向上・リノベーション［1］→ P146

年度別所要額
平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

決算額 2,732 決算額 53,404 当初予算額 32,467 当初予算額 12,231

2010策定時概算所要額 5,553 2010策定時概算所要額 81,990 2010策定時概算所要額 16,549 2010策定時概算所要額 13,549

指標名（太字は注目指標） 基準値 H22 実績 H23 実績 H25目標値 取得方法

① エリア担当制度による、町会等からの意見や要望等を措置した割合
100％を目指します。 ー ー 99.6% 100% 業務取得

② ボランティア・地域活動に参加している職員の割合70％を目指します。
（H22）

48.0% 55.1% 55.7% 70.0％ 業務取得

③ 市の施策や事業、各種市民サービスの市民満足度を高めます。
（H22）

69.0% 69.0% 76.4% 75.0% 市民評価アンケート

④ 職員の仕事ぶりの市民満足度を高めます。
（H21）

63.1% 59.1% 66.9% 70.0％ 市民評価アンケート

⑤ 職員の窓口応対に対する市民の不満を解消していきます。
（H21）

17.9% 16.4% 12.9% 10.0％ 市民評価アンケート

⑥ 財政調整基金（※2）は、計画期間を通じて20億円を維持します。 20億円 26億円 29億円 20億円 業務取得

⑦ 地方債の繰上償還及び計画的な借入により、実質公債費比率（※3）12.4％
を目指します。

（H22）

13.1％ 13.1％ 12.3％ 12.4％ 業務取得

スマイル 	スマイル33プログラム　 チャレンジ 	チャレンジ67　 新規施策 	2012新規施策　 新規施策 	2013新規施策　
［   ］内は事務事業数

●	7-5の事務事業数を［2］から［3］に変更（「民間企業派遣
事業」の追加）

●	7-6「弘前市仕事力向上・リノベーション」を追加

個別施策   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

●	現状と課題を追加

現状と課題   アクションプラン 2012 からの主な変更点等

（単位：千円）


